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地域⽔産物のブランドを守る
判別技術

函館マリンバイオフォーラム&フェスタ2011

北海道立工業技術センター

清水健志

地域ブランドとしてのコンブ

？？ ？

地域・資源のブランド 企業・製品のブランド

生産量生産量
22万トン万トン

種類や産地にこだわった
品質の高いコンブ食品の生産

マコンブ ガゴメ

・地域全体のブランド
・種類や産地を証明できる科学的

手法の開発を検討

？ ？

生産量生産量
66千千55百トン百トン

品質の高いコンブ生産

• 消費者が食品を選択する際、種（品種）や産地の表示は価格などを判
断する基準のひとつとなっている。

• 近年、日本では品種・産地に関する虚偽表示が問題となっている。

ブランド価値を保護する目的として 表示内容を確認できる判別技術

判別技術による⾷品ブランドの保護

• ブランド価値を保護する目的として、表示内容を確認できる判別技術
が開発されている。

ウナギの産地米の品種カニの種類

コンブの判別技術に関する取り組み

・工業技術センター
・北大大学院水産科学研究院
・食品加工研究センター

ＤＮＡ分析による種・産地判別技術

【研究体制】
DNADNA

・農林水産消費安全技術センター

・工業技術センター

安定同位体比分析による産地判別技術

・工業技術センター
・食品総合研究所
・日本認証サービス㈱

微量元素分析による産地判別技術

高精度な高精度な
判別技術判別技術

微量微量
元素元素

安定安定
同位体同位体

その他その他

近赤外など近赤外など

DNAが存在する場所

葉緑体

核 葉緑体 ミトコンドリア

細胞あたりの
個数

1個
数個～数

百個
数個～数

百個
抽出しやすい

DNA分析の検討

ミトコンドリア

核 DNAの大きさ

（塩基数）

大きい

（数十億）

小さい

（数万～数
百万）

小さい

（数万～数
百万）

DNAの進化
速度

早い 遅い 早い

分析対象にミトコンドリアDNAを選択

調べやすい

違いを見つけ
やすい

コンブに適したDNA抽出法の開発

添加

アワビの消化酵素 コンブ藻体から単細胞が遊離

1 2 3 6 7 8 83 4 5 6 71 24 5

酵素あり 酵素なし

・単細胞化に有効な酵素を利用
・DNAを安定的、且つ簡易に抽出できる
方法を確立し特許申請
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ガゴメ、マコンブ、ホソメコンブ、リシリコンブ、
オニコンブ、エナガコンブ、ミツイシコンブ、
ガッガラコンブ、トロロコンブ、チヂミコンブ、
ナガコンブ、スジメ

DNAデータベースの構築
コンブ類12種
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ミトコンドリアDNAの塩基配列を解読し、データベースを構築

ミトコンドリアDNA

環状

約38,000塩基

ガゴメの簡易判別技術の開発と利⽤

ガッガラ

ミツイシ

マコンブ

ガゴメ

制限酵素のPst Iは、C T G C A G
（ガゴメ）だけを切断

地域漁業組合との連携

1：マコンブ
2：ホソメコンブ
3：リシリコンブ
4：オニコンブ
5：ミツイシコンブ
6：ナガコンブ
7：ガッガラコンブ
8：トロロコンブ
9：チヂミコンブ
10：ガゴメ
11：スジメ

ガゴメに特徴的な紋様が不鮮明な根昆
布製品の保証技術への利用を検討

安価な装置でも分析できる簡易判別技術を開発

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

ガゴメ

トロロコンブ

チジミコンブ

ガッガラコンブ

ナガコンブ

コンブの種類とDNAの違い

・違いが明確
・輸入コンブと見分けることが
可能 産地判別に利用

0.000.010.020.030.040.050.06

ナガコンブ

ミツイシコンブ

マコンブ

ホソメコンブ

リシリコンブ

オニコンブ

スジメ

マコンブ系コンブ

マコンブ系コンブのDNAについて、
さらに詳細な解析を検討

・違いが極めて少ない

マコンブ系コンブの産地による特徴

韓国産で異なる箇所（19）

中国産で異なる箇所（8）
ミトコンドリアDNA

産地 多型 多型タイプ

日本

北海道 道南 C G C C 日本

北海道 道南 C G C C 日本

北海道 道北 C G C C 日本

北海道 道東 C G C C 日本

中国

煙台
C G T C 中国A
T G C C 中国B

威海
C G T C 中国A
C G C C 日本

大連 C G T C 中国A

福建 T G C C 中国B

韓国 莞島

C G C T 韓国A

C T C C 韓国B

C G C C 日本

コンブ内の元素と産地判別
Co

Ni

Sr

Cr

Mn

13C 12C
15N

14N

・国や地域により環境中の元素組成が異なる
・生育環境から酸素や養分（元素）を吸収
・藻体内の元素は組成に影響

元素情報を産地判別へ利用
14N
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安定同位体元素

今後の展望

コンブ以外の地域資源へ応用

【発展】【進行中】
・分析法の妥当性
確認試験

・分析マニュアル
の作成

DNADNA

Fe

Ni

・地域資源の
産地証明

・国内外での
ブランド価値
の育成・保護

【利用】

13C 12C

高精度な高精度な
判別技術判別技術

微量微量
元素元素

安定安定
同位体同位体

その他その他

近赤外など近赤外など

Co

15N

14N

Sr

・分析法の
標準化

・地域内外
への技術の
普及・移転

【目標】


